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Ⅰ　緒　　言
　生後 6ヵ月までの母乳育児は、母子の健康にとって重
要 1）と認識され、母乳育児は世界中で推進されている。
2001 年、WHOと UNICEFは、生後 6 ヵ月の間は、完
全母乳栄養を続け、人工栄養を児に与えないことを盛
り込んだ “Global Strategy for Infant and Young Child 

Feeding” を採択した 2）。日本においても、21 世紀の母
子保健を推進していく国民運動計画「健やか親子 21」
の中で母乳育児の推進を掲げている 3）。
　しかし、母乳育児の継続には困難を要する。96.0%の
妊婦が母乳で育てたいと希望しているにもかかわらず、
出産後1ヵ月時の母乳育児率は42％、6ヵ月では34％と、
産後経過するに従い減少する傾向にある 4）。そのため、
母乳育児の継続に関するさらなる研究が必要である。
　母乳育児継続の成功の鍵として、母乳育児自己効力感
や母乳育児負担感に対する母親への心理的サポートや、
育児に関するソーシャルサポートの重要性が指摘されて
いる。母乳育児自己効力感は、母乳育児継続の実践に繋
がる重要な要因である 5）。母親の自己効力感が高いと困
難に直面しても、困難を克服し長期的に行動を維持でき
ると報告されている 6）。また、中崎ら 7）は産褥期の初産
婦は、母乳育児のストレスを感じ、「育児に対する未熟さ」
や「生活の変化における身体的苦痛」といった母乳育児
負担感が母乳育児に影響することを報告している。しか
し、母乳育児継続に重要な役割を果たす産褥早期の母乳

育児自己効力感と母乳育児負担感に影響する要因に関す
る研究は、皆無である。
　Sense of Coherence8） （SOC：首尾一貫感覚）は、ス
トレス対処能力や健康保持能力ともいわれ、健康に影響
を与える要因である。その SOCは、育児ストレスとも
関係し、SOC得点の高い人ほど育児不安感が少ないこ
とが明らかになっている 9）。そのため、母親の SOCは、
母乳育児自己効力感や母乳育児負担感にも関係するので
はないかと考えられる。
　そこで本研究では、産褥早期の母乳育児中の母親の内
面に焦点をあて、母親の SOCが母乳育児自己効力感や
母乳育児負担感にどのくらい影響するのか明らかにする
ことを目的とした。

Ⅱ　対象と方法
1．調査対象
　調査対象は、A県内の産科 2施設において出産した母
親であった。その選択基準は、日本人であり、正期産で
出生体重が 2500g以上の一人の児を出産した母親、かつ
産後に重度の合併症がなく、産後 4～ 5日に母乳あるい
は母乳およびミルクの混合で哺育を行っている母親とし
た。母乳を少しでも与えている母親を対象にした理由は、
人工栄養のみの母親では、母乳育児自己効力感や母乳育
児負担感の内容に答えられないからであった。
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2．調査方法
1）調査期間
　2008 年 9 月から 12 月に実施した。
2）調査方法
　本研究は、研究者が実習施設として使用している産
科 2施設において、実習期間に接することができた産
後 4~5 日の選択基準を満たした対象者に対し、口頭と
文書で調査の説明を行い、調査の同意が得られた 232
名に無記名自記式質問紙を配布した。回答後の質問紙
はシール付きの封筒に入れて封をしていただいた後、
留め置き法にて回収した。

3．調査内容
1）社会的属性
　年齢、最終学歴、職業の有無、世帯収入について質
問した。
2）産科的属性
　出産歴、出産方法、出産週数、児の出生時体重、妊
娠中の合併症、生後 4～ 5 日の児の哺育状況について
質問した。
3）SOC

　SOCの質問票は人生の志向性に関する質問であり、
「あなたは、自分の生活世界をどう見ていますか」を問
うている。Antonovskyにより開発された SOC－29を、
山崎らが日本語版にし、さらに 13 項目 5 件法短縮版 8）

に開発したものを許可を得て使用した。5件法版 SOC

－ 13 の信頼性、妥当性はともに保証されている 10）。本
研究における SOC尺度の Cronbach α係数は 0.84 であ
った。13 項目 5 件法短縮版は、自分のおかれている状
況がある程度予測できるあるいは掴めるといった把握
可能感の 5問、何とかなる /何とかやっていけるという
処理可能感の 4問、ストレッサーへの対処のしがいも
含めた、日々の営みにやりがいや生きる意味を感じら
れるという有意味感の 4問から構成されている 9）。各質
問項目は、それぞれ「とてもよくある」から「まった
くない」の５件法で測定した。合計得点は 13 点から 65
点となり、得点が高い方が SOCは高いことを意味する。
4）母乳育児自己効力感
　母乳育児自己効力感は、母親が認識する母乳育児に
対する自信 11）を測定している。その母乳育児自己効力
感は、Dennisが開発した母乳育児自己効力感を大塚ら
が日本語版 12）にし、妥当性と信頼性を確かめた 14 項
目の質問を許可を得て使用した。回答は「まったく自
信がない」から「とても自信がある」の５件法で測定
した。合計得点は 1点から 70 点となり、得点が高い方
が母乳育児の自己効力感は高いことを意味する。本研
究における母乳育児自己効力感尺度のCronbach α係数
は 0.94 であった。
5）母乳育児負担感
　母乳育児負担感の質問の作成過程は、乳児を育てて

いる母親 2名から、母親が母乳育児を行うことは大変
または負担と思う理由を自由記載で書いてもらった。
その内容を 10 年以上助産師として働いた経験のある研
究者 4名で検討し、先行文献も参考にし、母乳育児負
担感としての質問項目に合うと思われるものを最終的
に抽出した。その母乳育児負担感の質問項目は、「夜間
の授乳は眠くてつらい」、「赤ちゃんがお乳を吸うと痛
みを感じる」、「赤ちゃんが飲み終えた後、私は疲れて
いる」、「母乳育児をすることによって生活活動が制限
される」の 4項目であった。各質問項目を「まったく
ない」から「いつもある」の 5件法で測定した。合計
得点は 4点から 20 点となり、得点が高い方が負担感は
高いことを意味する。本研究における母乳育児負担感
尺度の Cronbach α係数は 0.67 であった。

4．分析方法
　出産経験や年齢が SOC、母乳育児負担感、母乳育児
自己効力感に影響するかを検討するために、出産経験
別および年齢別の SOC、母乳育児負担感、母乳育児
自己効力感を、Mann-Whitney U検定にて比較した。
SOCと母乳育児負担感および母乳育児自己効力感の関
係は、Spearmanの順位相関係数（rs）で示した。
　統計解析には統計パッケージSPSS13.0J for Windows

を用い、有意水準は 5％未満とした。

5．倫理的配慮
　対象者に、調査目的、調査内容、調査への参加は自
由意思により調査に参加しなくても病院でのサービス
で不利益を被らないこと、調査結果の公表は個人名や
病院名が特定できないよう配慮する旨を文書と口頭に
て説明し、口頭にて同意を得て実施した。また、病院
長に調査内容の説明を行い、調査の承諾を書面にて得
た。なお、本研究は、長崎大学大学院医歯薬学総合研
究科倫理審査委員会の承認（承認番号 08072421）を得
て実施した。

Ⅲ　結　　果
　232 名に調査票を配布し、209 名（回収率 90.0%）か
ら回答を得た。そのうちの、SOC、母乳育児負担感、
母乳育児自己効力感の各質問にすべて回答してあるも
の 195 名（有効回答率 93.3%）を分析対象とした。
　なお、選択基準を満たしていると研究者が判断して、
調査に参加いただいた対象者の中で、2名が正期産に該
当しない週数（36 週と 42 週）を回答欄に記載されてい
たが、この 2名も分析対象者に含めた。

1．対象者の社会的属性と産科的属性（表 1）
　対象者の平均年齢は 30.2 歳（SD4.5）であった。職
業は有りが 66 名（33.8%）、無しが 129 人（66.2%）で
あった。最終学歴は中学校卒が 5名（2.6%）、高校卒が
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52 名（26.7%）、専門学校卒以上が 138 名（70.7%）であっ
た。世帯年収は 400 万円未満が 72 名（38.5%）、400 万
円以上 600 万年未満が 72 名（38.5%）、600 万円以上が
43 名（23.5%）であった。
　出産歴は初産婦が 103 名（52.8%）であった。出産様
式は経膣分娩（吸引分娩、鉗子分娩含む）が163名（87.0%）
であった。出産週数は 37 週から 41 週が 192 名（99.5%）
であった。児の出生時体重は 3000gから 3500g未満が
99 名（51.3％）であった。妊娠中の合併症は 3名が有り
であった。

2．哺育状況
　産後 4～ 5日の哺育状況は、母乳とミルクの混合（以
下混合栄養）が 156 名（80.0%）であった。

3．母親全体の SOC、母乳育児負担感、母乳育児自己効
力感の記述統計
　SOC合計得点の中央値は 44（四分位範囲＝ 47 － 39）
であった。
　母乳育児負担感の合計得点の中央値は 12（四分位範
囲＝ 14 － 11）であった。
　母乳育児自己効力感の合計得点の中央値は 38（四分
位範囲＝ 46 － 32）であった。

4．出産歴および年齢別、SOCと母乳育児自己効力感お
よび母乳育児負担感（表 2）
　初産婦の SOCの中央値は 44（四分位範囲＝ 47 －
39）であった。経産婦の中央値は 43（四分位範囲＝ 49
－ 40）であった。初産婦の SOCと経産婦の SOCには
有意な差はみられなかった。
　30 歳未満の母親の SOCは中央値 44（四分位範囲＝
47 － 38）であった。30 歳以上の母親の SOCの中央値
は 44（四分位範囲＝ 47 － 38）であった。30 歳未満の
母親の SOCと 30 歳以上の母親の SOCには有意な差は
みられなかった。
　初産婦の母乳育児自己効力感の中央値は 35（四分位
範囲＝ 42 － 31）であった。経産婦の中央値は 41（四分
位範囲＝ 51 － 34）であった。初産婦の母乳育児自己効
力感と経産婦の母乳育児効力感は経産婦の方が有意に高
かった（p<0.001）。
　30 歳未満の母親の母乳育児自己効力感は中央値が 38
（四分位範囲＝ 45 － 33）であった。30 歳以上の母親の

　表1　対象の社会的属性と産科的属性（N=195）
属性　　　　　 n ％

年齢
20 歳未満 2 1.0 
20 ～ 29 歳 75 39.5 
30 ～ 39 歳 113 57.9 
40 歳以上 5 2.5 

職業の有無
有り 66 33.2 
無し 129 66.2 

最終学歴
中学校 5 2.6 
高校 52 26.7 
専門学校 44 22.6 
短大 41 21.0 
大学 50 25.6 
大学院 3 1.5 

年 a

300 万円未満 38 20.3
300 ～ 400 万円未満 34 18.2
400 ～ 500 万円未満 43 23.0
500 ～ 600 万円未満 29 15.5
600 万円以上 43 23.5

出産歴
初産 103 52.8 
1 経産 76 39.0 
2 経産 15 7.7 
3 経産 1 0.5 

妊娠中の合併症の有無 b

有り 3 1.5 
無し 191 98.5 

出産様式 c

帝王切開 30 15.5 
経膣分娩 137 71.5 
吸引分娩 23 11.9 
鉗子分娩 3 1.6 

出産時の週数 d

36 週 1 0.5 
37 週－ 41 週 192 99.0 
42 週 1 0.5 

児の出生時体重 e

2500 ～ 3000 未満 76 39.4 
3000 ～ 3500 未満 99 51.3 
3500 ～ 4000 未満 18 9.3 

a 未記入 8名
b 未記入 1名
c 未記入 2名
d 未記入 1名
e 未記入 2名

　表2 出産歴および年齢別、SOCと母乳育児自己効力感および母乳育児負担感
SOC 母乳育児自己効力感 母乳育児負担感

中央値 四分位範囲 Ｐ値 中央値 四分位範囲 Ｐ値 中央値 四分位範囲 Ｐ値
初産 44  (47－39)

0.347 
35  (42－31)

<0.001
12  (14－10)

0.459 経産 43  (49－40) 41  (51－34) 12  (14－11)

30 歳未満 44  (47－38)
0.429 

38  (45－33)
0.827 

12  (14－10)
0.044 30 歳以上 44  (47－38) 38  (47－32) 13  (14－11)
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母乳育児自己効力感の中央値は 38（四分位範囲＝ 47 －
32）であった。30 歳未満の母親の母乳育児自己効力感
と 30 歳以上の母親の母乳育児自自己効力感には有意な
差はみられなかった。
　初産婦の母乳育児負担感の中央値は 12（四分位範囲
＝ 14 － 10）であった。経産婦の中央値は 12（四分位範
囲＝ 14 － 11）であった。初産婦の母乳育児自負担感と
経産婦の母乳育児負担感には有意な差はみられなかっ
た。30 歳未満の母親の母乳育児負担感は中央値が 12（四
分位範囲＝ 14 － 10）であった。30 歳以上の母親の母乳
育児負担感の中央値は 13（四分位範＝ 14 － 11）であっ
た。30 歳未満の母親の母乳育児負担感と 30 歳以上の母
親の母乳育児負担感は 30 歳以上の母親が有意に高かっ
た（p=0.044）。
　SOC、母乳育児自己効力感、母乳育児負担感に年齢
と出産歴の交互作用があるかどうかを、それぞれを従属
変数にして二元配置分散分析を行った。その結果交互作
用は認められなかった。

5．SOCと母乳育児自己効力感および母乳育児負担感の
関係（表 3）
　SOCと母乳育児自己効力感の間には有意に正の相関
があった（rs=0.357,  p<0.001）。
　SOC と母乳育児負担感の間には有意に負の相関が
あった（rs= －0.175,  p=0.015）。SOC の下位尺度で
ある 3 つの感覚では、処理可能感と把握可能感が母乳
育児負担感に有意に負の相関があった（それぞれ rs=

－0.146,  p=0.042；rs=－0.173,  p=0.015）。
　母乳育児自己効力感は母乳育児負担感と有意に負の相
関があった（rs=－0.245,  p<0.001）。

Ⅳ．考　　察
　本研究の結果から明らかになったことは、3点である。
1点目は、産褥早期の母親の SOCが高いと、母乳育児
自己効力感は高くなるという傾向がある。2点目は、産
褥早期の SOCが高いと、母乳育児負担感は低くなると
いう傾向である。3点目は、産褥早期の母親の母乳育児
自己効力感が高いと、母乳育児負担感は低いという傾向
である。
　SOCと母乳育児自己効力感は、有意に正の相関があ

り、SOCが高い母親は母乳育児自己効力感も高い傾向
にあった。これは、日頃の日常生活の中で、自分の置か
れている状況を的確に判断し、何とかやり遂げられると
いう気持ちを持ち、日頃のストレスを上手く解消できる
SOCが高い母親は、母乳育児自己効力感も高くなると
解釈できる。先行研究により、SOCと一般性セルフエ
フィカシーの関連は報告されている 13）。母乳育児自己
効力感は、母乳哺育において、必要とされている行動を
自分は実行できるという「母乳育児遂行可能感」、「母乳
育児実現可能感」であり、母乳育児に特化したセルフエ
フィカシーと位置づけられることから、SOCと関連し
たのではないかと考えられる。
　相関係数は大きくはなかったが、SOCと母乳育児負
担感は負の相関があり、SOCが高い母親は、母乳育児
負担感が低い傾向にあった。特に SOCの下位尺度であ
る 3つの感覚の中の処理可能感と把握可能感が母乳育児
負担感と負の相関があった。これは、日頃の日常生活の
中で、自分の置かれている状況を的確に判断し、何とか
やり遂げられるという気持ちをもつ SOCが高い母親は、
母乳育児においても、ストレスにうまく対処できると解
釈できる。山崎ら 14）は「ストレッサーが同等程度であ
っても、そこから生じるストレス反応の種類や程度には
個人の SOCの高低による相違があり、SOCが高い人ほ
ど、ストレッサーにしなやかに対処し、状況をうまく乗
り越えることができる」と述べている。母乳哺育中に、
母親が自身の状況とベビーの状況を把握し、見通しが立
てられるよう、また、前向きな感情を持つことができる
よう産褥早期からの支援が必要である。
　母乳育児自己効力感は母乳育児負担感に負の相関があ
り、母乳育児自己効力感が高い母親は母乳育児負担感が
軽減される傾向にあった。産褥早期から母乳育児自己効
力感を高め、母乳育児負担感を軽減する為の支援を医療
職が行うことにより、相乗効果が期待できると考えられ
る。

Ⅴ．研究の限界と今後の課題
　本研究には 3点の限界がある。1点目は、横断研究で
あるため、因果関係が明確にできないことである。今後、
妊娠後期から産褥期にかけての縦断研究を行い、因果関
係を明らかにする必要がある。
　2点目は、北関東圏内の産科 2施設における褥婦が対
象であったため、北関東圏という限定された地域に住む
対象にしか研究結果を当てはめることができないことで
ある。さらに研究結果を一般化するために、今後、対象
を全国に広げて追加して調査を行う必要がある。
　3点目は、乳頭と乳房の状態や児の哺乳状況に関する
詳細なデータの収集をしていなかったことである。乳頭
や乳房のトラブルがある場合、母乳育児自己効力感や母
乳育児負担感に影響を与えると考えられる。今後、乳頭
や乳房にトラブルについてのデータも収集して、分析す

表 3　SOC と母乳育児自己効力感および母乳育児負担
　　　感の相関（rs)

1 2
1．SOC
2．母乳育児自己効力感 0.357a

3．母乳育児負担感 -0.175b -0.245c

rs : spearman の順位相関係数
a P 値 <0.001
b P 値 =0.015
c P 値 <0.001
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る必要がある。

Ⅵ．結　　論
　母乳育児継続に必要な母乳育児自己効力感を高め、母
乳育児負担感を減らすためには、産褥早期から SOCを
高める母親への内面的ケアの重要性が示唆された。
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Abstract  Successful exclusive breastfeeding needs psychological support for decreasing burden of 

breastfeeding and increasing breastfeeding self-efficacy. This study examined the relationships between 

Sense of Coherence （SOC） which buffers the effect of some stressors, burden of breastfeeding and breast-

feeding self-efficacy. We conducted this study with anonymous self-reported questionnaires among 209 
mothers 4-5days after childbirth. Of them, 195 completed the questionnaire. The SOC were positively as-

sociated with breastfeeding self-efficacy. SOC and breastfeeding self-efficacy were negatively associated 

with burden of breastfeeding. This study suggests that mothers with early confinement periods should 

have psychological support to increase SOC in order to increase breastfeeding self-efficacy and decrease 

burden of breastfeeding.
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